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一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

原
子
炉
の
運
転
に
関
し
て
は
原
子
炉
等
規
制
法
等
に
基
づ
き
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
原
子
炉
等
規
制

法
は
、
原
子
炉
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
公
共
の
安
全
を
図
る
た
め
に
原
子
炉
の
運
転
等
に
関
す
る
必
要
な
規
制
を
行
う
こ

と
等
を
目
的
と
し
て
お
り
、
同
法
に
お
い
て
は
、
原
子
炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
の
運
転
等
に
つ
い
て
主
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
種
々
の
義
務
を
課
さ
れ
、
主
務
大
臣
は
、
原
子
炉 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
十
条
第
一
項
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
一
般

的
に
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
（
以
下
「
動
燃
」
と
い
う
。
）
を
監
督
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
内

閣
総
理
大
臣
の
監
督
に
は
、
動
燃
に
対
し
て
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
に
基
づ
き
安
全
の
確
保

を
旨
と
し
て
そ
の
業
務
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
遂
行
す
る
よ
う
一
般
的
に
監
督
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
個
別
具

体
的
な
原
子
炉
施
設
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
の
規
制
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
等
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。 
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全
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転
に
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す
る
質
問
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対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

 

四 

設
置
者
に
よ
る
原
子
炉
の
運
転
等
に
関
す
る
措
置
が
主
務
省
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
保
安
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
命
ず
る
等
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 


